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・つるが「鉄道と港」フェスティバルイヤー

平
成
24
年
4
月
15
日
、
旧
敦
賀
駅
舎
（
金
ヶ
崎
緑
地
内
）
に
お
い
て
、
つ
る
が
「
鉄

道
と
港
」
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ヤ
ー･

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
①
敦
賀-

長
浜
間
鉄
道
開
通
１
３
０
周
年
、
②
敦
賀-

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
定
期

航
路
１
１
０
周
年
、
③
欧
亜
国
際
連
絡
列
車
運
行
１
０
０
周
年
と
い
っ
た
敦
賀
の
鉄
道

と
港
の
歴
史
に
と
っ
て
節
目
の
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
記
念
し
メ
モ
リ
ア
ル
イ

ヤ
ー
の
幕
開
け
を
祝
っ
て
当
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

冒
頭
に
、
「
敦
賀
・
鉄
道
と
港
」
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
の
田
中
完
一
会
長
か
ら

「
敦
賀
の
魅
力
を
発
信
し
全
国
か
ら
大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
い
、
ふ
れ
あ
い
の
機
会
と

し
た
い
。
出
発
進
行
！
」
と
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
河
瀬
一
治
市
長
か
ら
「
事
業
の
成
功

に
向
け
、
皆
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
33
団
体
の
45
事
業
が
平
成
25
年
3
月
に
か
け
、
様
々
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。 オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
！

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
！

まちづくり実行委員会
田中完一 会長のあいさつ

河瀬一治 敦賀市長のあいさつ

オープニングセレモニーの様子

親
子
親
子
のの
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
、
港
内
見
学
会
を
開
催
！

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
、
港
内
見
学
会
を
開
催
！

平
成
24
年
5
月
20
日
、
敦
賀
市
内
の
き
ら
め
き
み
な
と
館
及
び
金
ヶ
崎
緑
地
に
お
い
て
、

親
と
子
、
仲
間
、
地
域
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
等
を
通
じ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議
の
主
催
で
第
30
回
「
親
子
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
事
務
所
で
は
、
港
湾
業
務
艇
「
ま
つ
か
ぜ
」
に
よ
る
敦
賀
港
内
を
一
周
す
る
体
験
航

海
を
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
計
6
回
運
航
し
、
合
計
１
０
２
人
の
市
民
が
乗
船

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
気
も
良
く
波
も
穏
や
か
で
、
船
内
で
は
、
敦
賀
港
の
港
湾
施
設
の
役
割
や

必
要
性
な
ど
の
説
明
を
行
い
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
海
か

ら
の
敦
賀
港
に
つ
い
て
大
変
興
味
を
持
た
れ
る
な
ど
、
下
船
す
る
市
民
か
ら
は
「
楽
し

か
っ
た
」
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

つ
る
が
「鉄
道
と
港
」フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ヤ
ー

つ
る
が
「鉄
道
と
港
」フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ヤ
ー

つ
る
が
「鉄
道
と
港
」フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
関
連
イ
ベ
ン
ト

つ
る
が
「鉄
道
と
港
」フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
関
連
イ
ベ
ン
ト

乗船する市民

海上からの敦賀港を見学

きらめきみなと館での賑わい

・「人道の港」クルーズが出港しました！

・「海をきれいにする奉仕活動」で『福井の海を守
る会』が国土交通大臣賞を受賞！

・次世代フェリー「すずらん」の内覧会が開催さ
れました！

・コンテナ取扱貨物量過去最高！

・「平成23年度完成優良工事・優良建設技術者表

彰」で半澤組と監理技術者の谷根規之氏が受賞！

・福井港海岸工事のお知らせ

・敦賀港（鞠山北地区）防波堤の被災ケーソン復旧

・災害時の応急対策業務に関する協定書の締
結式を行いました！

・新所長就任のあいさつ



人道の港クルーズが出港しました！人道の港クルーズが出港しました！

次世代フェリー「すずらん」の内覧会が開催されました！次世代フェリー「すずらん」の内覧会が開催されました！

平
成
24
年
7
月
25
日(

水)

、
敦
賀
港
の
金
ヶ
崎
岸
壁
に
お

い
て
、
敦
賀-

ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
定
期
航
路
開
設
１

１
０
周
年
を
記
念
し
た
「
人
道
の
港
ク
ル
ー
ズ
」
が
出
港
し

ま
し
た
。

客
船
前
で
行
わ
れ
た
出
港
式
で
は
、
冒
頭
に
河
瀬
一
治
市

長
が
「
港
の
元
気
は
、
敦
賀
の
元
気
。
人
道
の
港
を
全
国
に

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
敦
賀

市
議
会
の
堂
前
一
幸
議
長
、
日
本
ク
ル
ー
ズ
客
船(

株)

の
入

谷
泰
生
代
表
取
締
役
社
長
、
更
に
、
故
杉
原
千
畝
氏
の
義
理

の
娘
に
あ
た
る
杉
原
美
智
さ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
子
供
た
ち
が
踊
り
を
披
露
し
た
後
、
紙
テ
ー
プ

が
投
げ
ら
れ
大
勢
の
市
民
が
見
送
る
中
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

に
向
け
て
出
港
し
て
い
き
ま
し
た
。
出
港
し
た
豪
華
客
船

「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
に
は
、
河
瀬
一
治
市
長
ら
４

３
２
人
が
乗
船
し
、
29
日
の
帰
港
ま
で
4
泊
5
日
の
ク
ル
ー

ズ
を
行
い
ま
し
た
。

［
杉
原
千
畝
氏
と
は
］

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
元
リ
ト
ア
ニ
ア
領
事
代
理
で
あ
り
、
ナ
チ
ス

の
迫
害
を
免
れ
る
た
め
、
人
道
的
見
地
よ
り
大
量
の
ビ
ザ
（
命
の
ビ
ザ
）

を
発
給
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
約
6
千
人
を
救
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

［
人
道
の
港
と
は
］

敦
賀
港
は
、
杉
原
千
畝
氏
の
「
命
の
ビ
ザ
」
を
持
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
難
民

が
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
経
由
し
、
上
陸
し
た
日
本
で
唯
一
の
港
で
す
。

市
民
は
彼
ら
に
り
ん
ご
な
ど
の
果
物
を
無
償
で
提
供
し
た
り
、
銭
湯
を

無
料
で
開
放
す
る
な
ど
、
当
時
の
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
お

り
、
近
年
、
人
道
の
港

敦
賀
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
6
月
19
日
、
敦
賀
港
フ
ェ
リ
ー
岸
壁
に

お
い
て
、
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
の
敦
賀
・
苫
小
牧
間

航
路
に
新
造
船
「
す
ず
ら
ん
」
が
新
規
就
航
す
る
こ

と
を
記
念
し
、
初
航
海
前
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
及
び
船

内
見
学
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
造
船
は
、
プ
ロ
ペ
ラ
と
電
動
モ
ー
タ
ー
を
組
み

合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
ポ
ッ
ド
推
進
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
約
25
％
、
Ｎ
Ｏ
Ｘ(

窒

素
酸
化
物)

を
約
40
％
削
減
可
能
な
地
球
環
境
に
や
さ

し
い
次
世
代
型
フ
ェ
リ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旅
客
定
員
は
１
０
６
人
増
の
６
１
３
人
、

ト
ラ
ッ
ク
車
両
搭
載
量
も
36
台
増
の
１
５
８
台
と
輸

送
能
力
が
ア
ッ
プ
し
、
物
流
や
人
の
流
れ
が
一
層
促

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
す
ず
ら
ん
」
は
、
6
月
20
日
に
苫
小
牧
に
む
け

営
業
航
海
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
も
う
１
隻
の

新
造
船
「
す
い
せ
ん
」
も
7
月
1
日
よ
り
就
航
し
ま

し
た
。

市民のお見送り

杉原美智氏からのあいさつ

新造船「すずらん」の外観 新造船「すずらん」の内装

スイートルーム 和 室

災害時の応急災害時の応急対策業務対策業務に関する協定書の締結式を行いました！に関する協定書の締結式を行いました！

平
成
24
年
9
月
26
日
、
福
井
県
港
湾
建
設
協
会

と
敦
賀
港
湾
事
務
所
は
、
当
事
務
所
に
て
「
災
害

時
の
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
書
」
の
締
結

式
を
行
い
ま
し
た
。
本
協
定
の
締
結
は
、
地
震
や

風
水
害
等
に
よ
り
当
事
務
所
の
所
管
施
設
が
被
災

し
た
際
に
、
当
事
務
所
の
要
請
に
よ
り
同
協
会
が

、
必
要
な
船
舶
・
建
設
機
材
、
人
員
等
を
復
旧
に

充
て
る
こ
と
で
、
応
急
対
策
や
被
災
施
設
の
早
期

復
旧
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

協
定
式
で
は
、
廣
木
沿
岸
防
災
対
策
官
よ
り
協

定
の
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
後
、
福
井
県
港
湾
建
設

協
会

関

剛
摩

会
長
と
当
事
務
所

松
本

祐
二

所
長
が
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。
調
印
後
、
松

本
所
長
は
「
災
害
時
に
は
ス
ム
ー
ズ
な
復
旧
に
か

か
れ
る
よ
う
日
頃
か
ら
連
携
を
深
め
た
い
。
今
回

の
協
定
は
、
人
々
の
安
全
安
心
な
生
活
に
繋
が
る

」
と
述
べ
、
続
い
て
関
会
長
か
ら
「
有
事
に
備
え

た
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

協
定
の
締
結
は
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、

初
期
段
階
の
緊
急
物
資
輸
送
に
港
湾
施
設
の
早
期

復
旧
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
事
前
の

体
制
強
化
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
管
内

で
は
金
沢
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
、
新
潟
港
湾

・
空
港
整
備
事
務
所
に
つ
い
で
3
番
目
と
な
り
ま

す
。

協定を締結し握手を交わす
松本所長(左)と関会長(右)

②
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平
成
24
年
7
月
23
日
、
平
成
23
年
度
完

成
優
良
工
事
・
優
良
建
設
技
術
者
表
彰
式

を
敦
賀
港
湾
事
務
所
に
て
行
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
「
福
井
港
海
岸
（
福
井
地
区
）

離
岸
堤
消
波
工
事
（
そ
の
１
）
」
が
表
彰

の
対
象
と
な
り
、
建
設
事
業
者
「
半
澤

組
」
と
、
監
理
技
術
者
の
谷
根
規
之
氏
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

当
該
工
事
は
、
昨
年
の
11
月
か
ら
今
年

の
3
月
ま
で
施
工
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
打
設
や
養
生
及
び
防
風
対
策
等
に
工
夫

を
凝
ら
し
出
来
映
え
の
優
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク

を
製
作
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
松
本
祐
二
事
務
所
長
が
賞

状
を
渡
し
て
「
冬
期
の
悪
条
件
下
の
中
、

非
常
に
こ
だ
わ
っ
て
施
工
し
て
い
た
だ
い

た
。
今
後
も
他
の
見
本
と
な
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
栄
誉
を
た
た
え
ま
し

た
。

※
こ
の
表
彰
は
、
北
陸
地
方
整
備
局
所
管
の
工
事

等
に
対
し
、
そ
の
施
工
及
び
成
果
が
特
に
優
秀
で

あ
っ
て
、
他
の
模
範
と
な
る
も
の
を
表
彰
す
る
こ

と
に
よ
り
技
術
の
向
上
と
建
設
事
業
の
推
進
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
、
港

内
や
海
浜
等
の
美
化
活
動
へ
の
尽

力
に
対
し
て
、
「
海
を
き
れ
い
に

す
る
た
め
の
一
般
協
力
者
の
奉
仕

活
動
表
彰
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
福
井
の
海
を
守
る
会
』
は
、

福
井
県
福
井
市
の
海
岸
や
鷹
巣
港

に
お
い
て
多
年
に
わ
た
り
清
掃
活

動
等
を
行
い
海
岸
や
港
湾
の
環
境

美
化
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
、
今
回
、
国
土
交
通
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
7
月
25
日
に
同
表
彰

式
が
東
京
都
に
て
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
同
会
が
都
合
に
よ
り
欠
席
し

た
た
め
、
当
事
務
所
に
お
い
て

『
福
井
の
海
を
守
る
会
』
の
下
川

八
太
郎
会
長
に
表
彰
状
の
伝
達
を

行
い
ま
し
た
。

※
こ
の
表
彰
は
、
国
民
の
皆
様
に
、
よ
り

一
層
海
へ
の
親
し
み
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
海
の
利
用
・
開
発
、
海
洋
環

境
保
全
へ
の
理
解
と
協
力
を
得
て
海
洋
・

海
事
思
想
の
よ
り
一
層
の
普
及
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
、
国
土
交
通
大
臣

が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

「海をきれいにする奉仕活動」で「海をきれいにする奉仕活動」で『『福井の海を守る会福井の海を守る会』』が国土交通大臣賞を受賞！が国土交通大臣賞を受賞！

「平成「平成2323年度完成優良工事・優良建設技術者表彰」で半澤組と監理技術者の谷根規之氏が受賞！年度完成優良工事・優良建設技術者表彰」で半澤組と監理技術者の谷根規之氏が受賞！

中央：福井の海を守る会
下川 八太郎 会長

左側：半澤組 代表取締役 半澤 政丈 氏
中央：敦賀港湾事務所長 松本 祐二 氏
右側：半澤組 監理技術者 谷根 規之 氏

敦賀港（鞠山北地区）防波堤敦賀港（鞠山北地区）防波堤 被災ケーソン復旧被災ケーソン復旧

平
成
24
年
4
月
3
日
か
ら
4
日
に
か
け
、

急
速
に
発
達
し
た
低
気
圧
に
伴
い
、
福
井
県

沿
岸
で
高
波
浪
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、

敦
賀
港
（
鞠
山
北
地
区
）
防
波
堤
の
先
端
付

近
の
ケ
ー
ソ
ン
１
函
が
港
内
側
に
約
15
ｍ
滑

動
す
る
と
と
も
に
、
捨
石
マ
ウ
ン
ド
が
散
乱

し
ま
し
た
。

被
災
を
受
け
た
ケ
ー
ソ
ン
は
、
縦
15
ｍ
、

横
9.

6
ｍ
、
重
さ
約
3
千
ト
ン
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
で
す
。

今
回
、
被
災
し
た
敦
賀
港
（
鞠
山
北
地

区
）
防
波
堤
に
お
い
て
、
7
月
9
日
に
国
土

交
通
大
臣
よ
り
直
轄
港
湾
等
災
害
復
旧
事
業

の
採
択
を
受
け
ま
し
た
。

当
該
防
波
堤
は
、
敦
賀
港
の
第
一
線
防
波

堤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
港
内
の
静
穏
度
を
早

急
に
回
復
し
、
港
湾
を
利
用
す
る
船
舶
等
の

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
24
年

12
月
末
ま
で
に
、
被
災
箇
所
の
復
旧
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（防波堤先端港内側）

J-26J-25 J-24

J-24ケーソン滑動・傾斜

被災箇所

防
波
堤

（
L=
1,
13
0m
）

（敦賀港）

コンテナ貨物量過去最高コンテナ貨物量過去最高！！

コンテナ取扱貨物量（1～9月）（過去3年）

平
成
24
年
1
月
～
9
月
の
、
コ

ン
テ
ナ
取
扱
貨
物
量
（
実
入
り
）

が
、
前
年
同
期
比
20.

2
％
増
の

２
万
５
９
９
Ｔ
Ｅ
Ｕ
（
１
Ｔ
Ｅ
Ｕ

は
20
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
１
個

分
）
と
な
り
同
期
間
と
し
て
は
過

去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
の

ペ
ー
ス
で
推
移
す
る
と
通
年
で
過

去
最
高
を
記
録
し
た
前
年
実
績
２

万
３
６
７
５
Ｔ
Ｅ
Ｕ
を
超
え
る
見

通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、

輸
出
が
前
年
度
比
13.

0
％
増
の

８
７
６
８
Ｔ
Ｅ
Ｕ
、
輸
入
が
同
26.

3
％
増
の
１
万
１
８
３
１
Ｔ
Ｅ
Ｕ

で
し
た
。
こ
れ
は
、
輸
出
で
は
韓

国
へ
の
液
晶
ガ
ラ
ス
、
東
南
ア
ジ

ア
や
北
米
へ
の
繊
維
製
品
、
輸
入

で
は
中
国
か
ら
の
住
宅
資
材
、
韓

国
か
ら
の
鋳
物
製
品
な
ど
が
増
加

し
た
こ
と
が
主
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
Ｔ

Ｅ
Ｕ

）

20,599

17,131

9,687

H22.7 国際RORO船
就航（週2便）により
急増

③
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④

４
月
１
日
か
ら
敦
賀
港
湾
事
務
所
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

松
本
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
当
事
務
所
で
の
勤
務
は

２
年
ぶ
り
で
あ
り
、
以
前
は
副
所
長
と
し
て
福
井
分
室
（
坂
井
市
三
国

町
）
に
席
を
お
い
て
お
り
ま
し
た
。
当
時
敦
賀
港
も
担
当
し
て
お
り
、

こ
ち
ら
の
敦
賀
事
務
所
に
も
幾
度
と
な
く
通
っ
て
お
り
ま
し
た
。

不
在
と
し
て
い
た
僅
か
２
年
間
で
す
が
、
敦
賀
港
で
は
静
穏
度
向
上

の
た
め
の
鞠
山
北
防
波
堤
延
伸
に
か
か
る
防
波
堤
事
業
が
再
開
さ
れ
た

こ
と
、
鞠
山
南
地
区
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
本
格
供
用
し
、
敦
賀
港

に
お
け
る
国
際
物
流
の
拠
点
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
、
更
に
は
新
た
な
国

際
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
航
路
が
開
設
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
敦
賀
港
に
お
け
る
コ

ン
テ
ナ
貨
物
が
大
幅
な
飛
躍
を
遂
げ
る
な
ど
大
き
く
変
動
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
直
轄
海
岸
保
全
区
域
で
も
あ
る
福
井
港
海
岸
に
お
い
て
も
、

侵
食
対
策
と
し
て
の
離
岸
堤
整
備
や
吸
い
出
し
、
液
状
化
対
策
の
た
め

の
護
岸
改
良
な
ど
、
安
全
安
心
を
早
期
実
現
す
る
た
め
の
事
業
が
確
実

に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
敦
賀
は
、
欧
亜
国
際
連
絡
列
車
（
新
橋
→
敦
賀
→
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
→
パ
リ
）
運
行
１
０
０
周
年
と
い
っ
た
鉄
道
と
港
の
歴
史
に
と

っ
て
節
目
の
年
と
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ

新所長就任のあいさつ新所長就任のあいさつ

港
は
地
域
の
活
力
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
企
業

や
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
も
伺

い
な
が
ら
、
港
を
元
気
に
す
る

こ
と
で
地
域
経
済
が
さ
ら
に
発

展
す
る
よ
う
、
事
務
所
職
員
一

丸
と
な
っ
て
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

敦
賀
港
湾
事
務
所
長

松
本

祐
二

福井港海岸工事のお知らせ福井港海岸工事のお知らせ

位置図
凡例

平成23年度までの施工区域

既設離岸堤

国 家 石 油 備 蓄 基 地

2
0
0

イ

ロ

鷹巣港側

東尋坊側

2
0
0

ハ

ホ ニ

標識杭設置位置（３基）

920

720
200ヘ

(潜堤部)

(
潜

突
堤
部

)

(
潜
突
堤

部
)

(
潜
突
堤
部

)

平成24年度の施工予定区域(離岸堤)

175

福
井
港
国
家
石
油
備
蓄
基
地
の
約
２
０
０
ｍ
沖
合
に
、
平
成
23
年

度
ま
で
の
工
事
に
よ
り
、
「
離
岸
堤
（
潜
堤
）
」
が
延
長
９
２
０
ｍ

完
成
し
ま
し
た
。
付
近
を
航
行
す
る
船
舶
な
ど
は
以
下
の
点
に
ご
注

意
下
さ
い
！

●
水
深
が
1.

5
ｍ
と
浅
く
、
ま
た
数
10
ｃ
ｍ
の
凸
凹
も
あ
り
ま

す
。
潜
堤
の
上
を
航
行
す
る
こ
と
は
危
険
で
す
の
で
、
近

寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
潜
堤
の
上
で
は
、
波
が
砕
け
危
険
で
す
。

●
潜
堤
付
近
で
は
、
流
れ
が
速
く
な
る
こ
と
が
あ
り
危
険
で
す
。

詳
し
く
は
、
当
事
務
所
（
福
井
分
室
：
０
７
７
６
ー
８
２
ー
１
１
２

５
）
の
海
岸
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

凡例

平成23年度までの施工区域

標識杭設置位置（３基）

平成24年度の施工予定区域(離岸堤)

（潜堤）

新
潟
市
出
身
。
中
央
大
学
卒
。

昭
和
55
年
入
省
。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
、
ま
ち
な
か
散
策
な
ど
。

て
お
り
ま
す
。
当
事
務
所
も
こ

れ
ら
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
地
域
振
興
に
も
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


